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市税収入の内訳とつかいみち第2章

●市税収入の内訳●
　豊橋市では、市民の皆さんが、豊かで健康な暮らしができるよういろいろな仕
事を行っていますが、市税はこれらの仕事を進めるうえで中心となる最も重要な
財源です。
　市民の皆さん一人ひとりに納めていただいた市税が、豊かで住みよいまちづく
りの原動力となっています。
　令和７年度市税収入の予算総額は677億円ですが、このうち私たちにとって最
も身近な税で、所得に応じて負担する市民税が279億5,010万円、資産の価値に応
じて負担する固定資産税が291億6,860万円となっており、この二つの税で全体の
約84％を占めています。その他に都市計画税40億9,430万円（6.0％）、事業所税
28億1,560万円（4.2％）、市たばこ税24億2,190万1千円（3.6％）、軽自動車税12億
4,010万円（1.8％）などがあります。

●市税10,000円のつかいみち●
　次のような割合で、皆さんの生活のあらゆる分野に有効に生かされています。

市　　税
10,000円

○道路の改修
○市営住宅
○排水路整備
○公園整備○都市開発など

○学校教育
○生涯学習の推進
○スポーツの振興など

○ゴミ・し尿処理
○公害対策
○予防接種
○保健事業など

○消防活動
○商店街振興対策
○農業のことなど

○市民サービス
○広報○選挙など

○借入金の返済

土木費
980円

民生費
3,330円

○各種医療費や福祉施設
○こどもからおとしよりまで
　の福祉のことなど

消防費商工費等
760円

総務費
1,230円

教育費 1,190円

衛生費
1,480円

公債費
1,030円

＊各表の項目は表示単位未満を四捨五入で処理しているため、合計と内訳の数値が一致しない場合がある


